
 
農業経営者として 

地域に定住する方 

を募集します 

まずは販売額 1,000 万円 の農業経営者を目標に！ 

約 3,000 ㎡のビニールハウスでコマツナなどの葉物野菜を周年栽培し

ます。まずは販売額 1,000 万円を目標とし、将来は規模拡大によりさら

なる向上を目指します。 

研修から就農までのイメージ 

１年間の基礎研修で基本的な

技術を学んだ後、就農地で約８

か月の実地研修 

ビニールハウスはＪＡからリース 

（行政が約２分の１補助） 

 

経営者としてパートを雇用し、

コマツナなどの葉物野菜を出荷 

栽培などの研修、農地の斡旋、ビニールハウスのリース、定住に向けた空き家の

斡旋など、研修から就農まで農業経営者としてのスタートを手厚く支援します！ 

農業×定住 



 

お問い合わせ先 

■ 募 集 人 数／4人以内（就農地：広島市 3人以内、安芸太田町1人以内） 

■ 募 集 期 間／平成30年 9 月 22日～11月 30日 

■ １ 次 選 考／平成30年 12 月（書類審査） 

■ ２ 次 選 考／平成31年 1 月（面接審査） 

■ 研 修 期 間／平成31年 4 月 1日～平成32年 11 月 30日（１年８カ月） 

■ 主な応募資格／・年齢は原則として、就農時 18歳以上 45歳未満であること 
(昭和 50年 12月 2 日生まれから平成 14年 12月１日生まれまで) 

                ・農地を有していないこと 

                ・就農までに就農地域※に居住すること 
※就農地が広島市の場合は就農地の属する原則小学校区内、安芸太田町の場合は同町内 

                ・就農後、就農地域と協調した関係を築き、将来的には地域活動の運営に積極的に参画していく 

意思があること 

」 

募集概要 

説明会 
 
■ セミナー（東京） 

日 時：７月 28 日（土） 15：00～ 
     会 場：ＬＥＡＧＵＥ 有楽町 ラウンジ（東京交通会館 ６Ｆ） 
■ セミナー（広島） 

日 時：８月１８日（土） 14：00～ 
会 場：合人社ウェンディひと・まちプラザ ６Ｆ マルチメディア実習室（広島市中区袋町６番３６号） 

 
■ 新・農業人フェア（東京） 

日 時：９月１日（土） 10：00～ 

     会 場：サンシャインシティ（豊島区東池袋３丁目１−１） 
 
■ 現地見学・体験ツアー ※要事前申し込み 
    日  時：９月 22 日（土）～24 日（月・祝） 

場  所：広島市内の就農地、研修施設（広島市農業振興センター）など 
参加費：2,000 円 ※集合場所（広島駅）までと解散後の交通費、一部の食事代は自己負担となります。 

支援内容 

（予定） 

広島市農業振興センターへのアクセス 

ＪＲ 広島駅から中深川駅下車（芸備線で約 30 分）、徒歩 20 分 

バ ス 広島バスセンターから深川台停留所下車(深川台行き 

ＪＲバス・広島交通で約 40 分)、徒歩 5分 

 県道 37 号広島三次線、中深川郵便局の東 150ｍを南へ 

2 分（市街地から約 40 分） 

（公財）広島市農林水産振興センター 農業担い手育成課 
〒 739-1751 広島市安佐北区深川八丁目３０番１２号 

TEL（０８２）８４２－４４２１ 

■ 農業に関すること 

■ ここが魅力、５つの支援 
 
① ／研修受講料は無料です。 

 
② 営農環境整備／就農に当たり、農地 5,000 ㎡以上を広島市農林水産振興センターから貸し出します。 

また、ビニールハウス等施設 3,000 ㎡は、ＪＡがリースします。 
 
③ ／実地研修を行った農地・ビニールハウス等施設で、研修後、そのまま経営をスタートします。 

実地研修中は、農地地代や施設のリース料を支援します。 
 
④ 定 住 支 援／就農予定地（原則小学校区内）の住居（空き家）を紹介します。 

居住する空き家の改修や家財整理に要する費用については、平成 31年度に補助を行う予定です。 

また、首都圏・関西圏等から転居される方を対象に、基礎研修期間（平成 31年度）中の家賃に 

ついても、補助を行う予定です。 
 
⑤ ／ 就農後の経営支援として、区役所等の農業指導担当者が適宜巡回指導を行います。  

■ 定住に関すること 

広島市企画総務局地域活性化調整部 地域活性推進課 
〒 730-8586 広島市中区国泰寺町一丁目６番３４号 

TEL（０８２）５０４－２８３７ 




